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ポ スタ ー セッ ショ ン

高断熱･ 高気密住宅の四半における室内環境の変化
O‘h溌!舅牧 穀#^ ＊錨 認れ  ^ちT六 い 数 に こ

目的：寒冷地に多 く供給 されつつあ る高断 熱・ 高気密住宅t は、住空間におけ るま 活上 で

のさまざまな制約がある。前報では、秋田 県における高断熱・ 高気密住宅 での住 まい方に

ついて報告した。その内容は住宅内の窓閑けの有無・ ペット との暮らし・山 や川に隣接す

るなど住宅の立地条件・住宅内の温湿度 および｡空中薗サンプ ラーにより室内空気 の微生物

を観察し、高断熱・高気密住宅での住 まい方の問題点について報告した。

今回は、空中 菌サンプ ラーによって観察した住宅内 の微生物（m 般生 菌とカピ）の動向

について四季に わたっ て比較検討 を行っ たので報告する。

方法：調 査対象の住宅 は、秋田 県の県北（大館市・井川町、八郎潟町）、中央（秋田市) 、

県南（ 本庄 市・杖 乎市・ 大曲 市） の地域より抽 出し た高断熱・ 高気密仕様 の住宅1    3ケー

スである。調 査内容は、住 まい方の聞 き取 り調査と四季における居 間と寝 室の室内空気を

空中 鴇サ ンプ ラーによって1    0 分間採取 したのち、3  0  ℃にて4  8 ～7   2 時間培養し 、コ

ロ ニーの状態を観察した。調･査は年４回行った。
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果：各住宅内の衛生状 態は、エアコンの使用状 況とその住 まい方によってかなりの差が

ら れた。この住宅 の遵守事項である強制換気 を実行してい る住宅、真夏にエアコンを使

してい る住宅に加 えて窓開けを行ってい る住宅では、徹生物の出現は少ないが、ペ ット

の同居 で強制換気やエアコンを使用 しない住宅ではその出現が多い。 このこ とから、年

を通じての強制換気 は有効と思われるが、寒冷地 の風土を積極的 に事受 する ために は、

宅内環境を季節に合わせて省エネルギー的 な住まい方を考えるべきである。
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中国における生活環境調査

○ 水谷令子　富田寿代　（鈴鹿国際大）

目的　数々の環境問題を抱える中国における生活用水の使用実態を含む日常生活を調査

することにより、生活に関わる水環境の現状と今後生じると予想される問題を検討する。

方法　鈴鹿国際大学の中国人留学生および西安外国語学院の学生を対象に郷里での日常

の生活についてアンケートをおこなった。

結果及び考察　調査対象の出身地は中国全体に広がっており、都市部出身者がｱ割以上で

あった。農村部では上水道がないところもあり、共同または個人で井戸を利用していた。

生活用水の水質や水量に対する不安や不満が多く認められるが、水道施設が整備されて

いる地域では洗濯機の普及率や入浴頻度も高く、生活の近代化が進んでいる。洗濯には

合成洗剤や固形石鹸を使うが、食器は水洗いだけの地域もある。市販の合成洗剤はほと

んどが有リンであるが、無リンや低泡性洗剤もあり、環境に対する配慮が進められつつ

ある。近年、水道があっても個人または共同で新しく井戸を掘り、清浄な地下水を安価

に利用しようという傾向があるが、中国の人口は多く、過剰揚水による地下水位の低下

や水質悪化などが懸念される。また、都市部を中心としてほとんどの地域で生活ゴミは

行政により回収され、家庭でゴミを分別することは少ない。辺境の農村部では生活排水

や生ゴミ等を濯漑や堆肥などに利用したり、古着等を何らかに再利用するなど、無駄な

ゴミを出さない工夫がなされている。
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